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 今年度も残すところ１０日余り 

となりました。 

 市内の小中学校では、卒業 

式が挙行され、卒業生たちが 

新たな希望を胸にそれぞれの 

学び舎を巣立っていきました。 

 ところが、今年度は新型コ 

ロナウイルスの感染拡大防止の 

措置として、各校とも式の規模を 

縮小し、在校生の送辞などの見送

り行事が大幅に割愛されたようで

す。普段であれば、コミュニティ 

・・・・・・・・・・・・・・➚ 

➘などの地域関係者や公民館職員 

  が御招待をいただき、新しい 

  制服に身を包んだ卒業生たち 

  の門出を先生や保護者の皆さ

んと一緒にお祝いすることが 

 できましたが、残念ながら今年 

はそれが叶いませんでした。 

 それ以上に、一生に一度の記念 

すべき行事が縮小となってしまっ 

たことに、卒業生や担任の先生、 

そして家族の皆さんが抱く寂しい 

思いは計り知れません。在校生の 

後輩たちも同じ思いでしょう。 

   しかしながら、このような状況の中、各学校では卒業生の門出を精一杯祝おうと、先生方が心を込めて準備を重ねた

ことで、晴れの卒業式を迎えることができたわけです。卒業生の皆さんは、このような時期だからこそ、自分をこれま

で支えてくれた多くの人に感謝の気持ちを持って、新たな道を踏み出してほしいと思います。 

 新型コロナの影響で３月から学校の授業も休止となってしまい、クラスメートたちとの卒業までの時間を十分に送る

ことができなかったかもしれませんが、世界中に幾多とある学校の中で、級友として巡り会えたことを胸に、これから

先も、大人になっても友情を育んでいってくれることを心より期待しています。 

 そして、卒業式には出席できませんでしたが、皆さんの門出を祝う多くの人がいることも忘れないでください。 

 南地区コミュニティ及び南公民館では、今年度も、地域をあげて子どもたちの健全育成を図ろうとさまざまな事業に

取り組んできました。特に、南小学校と連携をしたスクールボランティアやコミュニ 

ティまつりでの中学生スタッフの募集など、児童生徒の見守りをしながら地域住民と 

の交流を深めることに重点を置いた活動を実施しました。 

 協力をいただいた多くの関係者の皆さんに改めて感謝を申し上げますとともに、 

「子どもたちは地域の宝」を合言葉に、次年度以降も引き続き事業を推進してまい 

りますので、更なる御理解と御支援をよろしくお願いいたします。 

 暖冬の影響もあり、今年は例年より早く桜の便りが訪れそうです。間もなくほこ 

ろび始める小さなつぼみが、卒業生たちの未来にエールを送っているように見えませんか？ 

【新型コロナウイルス感染拡大防止対策に関連した公民館の利用について …皆さんへのお願い… 】 

 国内での感染拡大が続く中、公民館での感染リスクを少しでも減らすため、現状における公民館の利用に関し次の

事項について御理解と御協力をお願いいたします。 

❖館内（大広間や会議室）及びグラウンドでのスポーツ活動は、自粛をお願いいたします。 

❖当面の間、運動を行う目的での利用申請に対し、貸館の許可をいたしませんので御理解をお願いいたします。 

❖運動系以外のサークルでも心配があれば活動を自粛し、活動を行う場合であっても、入館時の手指の消毒、活動中

の換気に十分気を付け、発熱や風邪の症状のあるメンバーには休んでもらうなど、対策を徹底してください。 

※利用の自粛について、当面は３月末までのお願いとなりますが、今後の状況変化や、政府及び市の対策本部の指

示などによって、期間の延長や利用制限の拡大などの措置を講じる場合があることを御承知おき願います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和元年度の「すずらん学級」は、６９人の受講生をお迎えし、 

５月１６日の第１回から、全部で１１回の講座を開催しました。 

 今年も、地域内の多くの高齢者の皆さんに参加をいただき、講話

やもの作り、軽運動や移動教室などを通じて、心身の健康維持や仲

間との交流を深めることで、豊かな日常生活をお過ごしいただくた

めのよいきっかけづくりができたのではないかと思います。 

 去る３月５日（木）、今年度最後となる講座が開催され、音楽鑑

賞を楽しみました。講師を務めていただいた田中重夫、加藤雅人両

先生が管楽器、ギター、ピアノなどの楽器を駆使して、演歌、ポッ

プス、グループサウンズなど様々なジャンルの音楽を演奏され、参

加者一同心から楽しい時間を堪能することができました。 

 新型コロナの影響で、楽しみにしていた“みんなで歌おう”コー

ナーは残念ながら割愛となりましたが、その代わり先生方にはアン

コールに応えていただき、あっという間の２時間が過ぎました。 

 講座に引き続き行われた閉講式では、１日も欠かさず出席をされ

た６人の方に皆勤賞を、また、３人の方に精勤賞を表彰しました。 

 また、１年間の学級運営に尽力をいただいた石沢学級長さん、関

谷副学級長さん、小原副学級長さん、大変ありがとうございました。 

 来年度も引き続き、地域の高齢者が毎日を元気に過ごしていただ

くため、内容の充実を図りながら学級を開催してまいりますので、

多くの皆さんの参加をお願いいたします。 

～南地区の住みよいまちづくりを進めるために～ 

過日開催された「地域住民助け合い事業研修会」では、参加者が小グループに分かれて南地区の

現状と課題について意見交換を行いました。その中で出た様々な意見の一部です。 

●自治会加入率の低下を食い止める ●住民相互の理解の上で、現状順周りになっている班長職

を強制しない方法を考える ●育成会の活動趣旨を明確にする ●子どもや高齢者の居場所づく

りに地域のマンパワーと公民館を活用する ●放課後の子どもたちに勉強を教える場を創設する 

など、今後のまちづくりを進める上での問題点や課題の解決につながるようなヒントがたくさん

出されました。次年度以降、これらの課題をより具体的に解決する取組を進めてまいります。 

▶近頃、朝晩の日がのびてきました。今日３

月２０日は「春分の日」。二十四節気のひとつ

で、一般的に昼と夜の時間の長さが同じにな

る日といわれています▶ところが、厳密には、

緯度などの関係で日本では春分の日の昼の時

間は夜の時間より１４分ほど長いそうです▶

また、春分の日は祝日法による国民の祝日で、

「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを

趣旨としています▶日に日に暖かさも増し、

昨冬公民館の花壇に植えたチューリップが元

気に葉をのぞかせ始めました。小さなところ

でも四季を感じられる日本っていいな～▶目

の前までやってきた春を感じながら、新型コ

ロナの一日も早い終息を願ってやみません。 

公民館敷地内の身障者用駐車スペースに

「思いやり駐車スペース」を表示するカラ

ーコーンを設置しました。今後においても、

当該スペースを、利用証の交付を受けてい

る方をはじめ身障者や妊婦の方などの優先

駐車区画として使用していきますので、 

              引き続き一

般の方の駐

車は御遠慮

くださるよ

うお願いい

たします。 


